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勧銀 と略記)と 合併 した新潟県農工銀行(以 下,新 潟農銀 と略記)の23年
間の活動について実証的に検討することである。
農工銀行(以 下,農 銀 と略記)は,1897年～1900年の間に北海道を除
く46府県に設立された特殊銀行である。その後,1921年に制定されたいわ
ゆる 「勧農合併法」に基づいて順次勧銀に合併 され同行の支店 となり,最終
的に1944年9月の5農銀の合併を以て消滅 した1。
勧銀による農銀の合併(勧 農合併)は,4次 にわたって進行 した ことが知
られている。本稿で検討する新潟農銀は最初に勧銀に合併 したグループ(第





を刊行 しているに とどまる5。このように第一次合併行の実態はほとん ど明
らか されないまま,弱小の農銀 として一括に把握されてきたといえよう。
これまでの農銀研究の主たる関心は,「不動産銀行」化の過程 とその実態






















金融市場の実態に接近するためには普通銀行(都 市銀行 ・地方銀行)の 分析
のみでは不十分である。渋谷が指摘するように不動産金融をめぐる農銀 と地




















新潟県で農銀設立の準備が本格的に始 まったのは,す でに多 くの府県で開
業 していた1898年8月であった。設立に出遅れた最大の理由は,1896,97




ヲ有スルモノ凡ソー人県官一人 ヲ標準」 とするとされ,各 郡市か ら1名ない
し2名が選出された21。主な顔触れは,新 潟市長鈴木長蔵22,市島徳次郎を
は じめとす る県下の有力地主,衆 議院議員,県会議員などの政治家,第 四銀
行,六 十九銀行,長 岡銀行な どの県下の有力銀行の役員などであった。「県











氏 名 住 所 備 考 地価(円)
床次竹二郎 新潟県内務部長
鈴木長蔵 新潟市上大川前通九番町 新潟市長 1,160
八木朋直 新潟市上大川前通五番町 第四銀行取締役 ・新潟商業銀行専務取締役 1,521
真嶋桂次郎 北蒲原郡濁川村 73,454
市島徳次郎 北蒲原郡天王村 貴族院議員 451,087
本間新作 中蒲原郡新関村 日本石油株式会社取締役 59,135
片山恭平 ?
山田平太郎 西蒲原郡小吉村 北越商業銀行監査役 91,373
佐藤宗弥 南蒲原郡新潟村 県会議員 6,296
源川万吉 南蒲原郡三条町 三条銀行専務取締役 ・三条貯金銀行取締役 2,926
平田次八郎 東蒲原郡津川町 県会議員 10,412
岸宇吉 古志郡長岡町 第六十九銀行頭取 1,114



















出所:新 潟 県告示 第226号(「新 潟県 公報 」第446号,1898年8月19日)。
注:住 所 ・備 考欄 は,商 業興信 所 「日本 全 国諸 会社 役 員録(第6回)』,『新潟 県史』 資 料編
15(近代 三)1982年,『議会 制度七 十 年史 衆議 院 議員 名鑑 』1962年に よ る。地 価 は,
小池 謹一 郎編 『北越 一 市十五 郡金 満家 ・一 名新 潟 県地価 持 一 覧(第 三版)』1900年(渋




あるが,「再び会議 を開かざるを得 ざる」為,大 蔵省か ら参考として回付さ
















二陥 リタルニ懲 リ株式組織モノ トシ云ヘハ玉石之 ヲ混視シテ嫌悪スルノ傾」
があり株式の募集 は困難を極めた。設立委員会や県が株式募集に奔走 したが
期限日である12月20日までに満額 に至 らなかった。12月26日に1899年1
月25日まで1ヶ 月期限を延期 したが,そ れで も集 まらず最終的に 「募集期
限ヲ無期」 として,よ うや く1899年4月に至って満額に到達 した29。
1899年末の株主の状況をみると,前述のように最大株主は,15,000株を









株数 人数 株数 人数 株数 人数
新潟県知事 15,000 1 15,000 1 15,000 1
新潟市 2,719 87 4,103 93 4,976 111
北蒲原郡 ... 240 5,603 195 5,554 182
中蒲原郡 1,214 125 2,825 119 3,375 119
西蒲原郡 2,466 509 3,367 :・ 3,121 243
南蒲原郡 3,277 224 3,580 145 3,454 115
東蒲原郡 86 20 157 12 15 6
三島郡 1,926 664 2,213 212 2,126 198
古志郡 3,249 611 2,112 243 2,153 217
うち長岡市 一 一 984 43 1,192 46
北魚沼郡 ・.・ 181 :1: 72 771 66
南魚沼郡 939 56 441 28 480 28
中魚沼郡 751 390 399 114 406 97
刈羽郡 2,114 671 1,616 259 1,064 176
東頸城郡 757 231 609 78 551 59
中頸城郡 4,660 297 2,730 171 2,189 119
うち高田市 一 一 一 一 254 12
西頸城郡 1,539 859 500 130 464 107
岩船郡 1,670 196 1,958 122 1,515 96
佐渡郡 2,674 841 1,939 217 1,619 97
県外 5 1 40 4 1,167 12






南蒲原郡 清水門吉 i,000新潟市 鍵冨三作 1,101新潟市 鍵冨三作 1,680
北蒲原郡 市島徳次郎 600南蒲原郡 清水門吉 1,000中蒲原郡 吉田久平 1,002
南蒲原郡 市川 ム ロ 500北蒲原郡 斎藤彦太郎 755南蒲原郡 清水門吉 1,000
新潟市 鍵冨三作 300中蒲原郡 吉田久平 569北蒲原郡 斎藤彦太郎 755
北蒲原郡 佐藤伊左衛門 300北蒲原郡 真嶋桂次郎 535北蒲原郡 真嶋桂次郎 558
中頸城郡 笠原恵 300西蒲原郡 山田助作 511西蒲原郡 山田助作 551
中頸城郡 保坂潤治 300南蒲原郡 市川只次 500北蒲原郡 原藤衛 517
新潟市 八木朋直 250北蒲原郡 中野 リユ 402南蒲原郡 市川辰雄 500
北蒲原郡 真嶋桂次郎 250北蒲原郡 市島徳次郎 400北蒲原郡 市島徳厚 400











スルモノ トス其任期ハ三箇年 トシ満期二至 リ再選スルコトヲ得
第22条 監査役ハ株主総会二於テ参拾株以上 ヲ所有スル株主中ヨリ之 ヲ
選挙スルモノ トス其任期バー箇年 トシ満期二至 リ再選スルコトヲ得
この規定に従 って,取 締役には鈴木長蔵(新 潟市),市島徳次郎(北 蒲原
郡),本間新作(中 蒲原郡),山口権三郎(刈 羽郡),吉川庄蔵(古 志郡),佐
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藤伊助(岩 船郡),山田平太郎(西 蒲原郡)33の7名が選出され,監 査役には
岡村貢(南 魚沼郡),本山健治(東 頸城郡),佐藤宗弥(南 蒲原郡),後藤五











出所:(別 表3)よ り作成 。
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本 ヲ貸付スルヲ以テ目的 トスル株式会社」 とされ(第1条),そ の事業につ
いては以下のように規定された(第6条)。
① 年賦償還貸付(「三十箇年以内二於テ年賦償還ノ方法二依 リ不動産 ヲ抵
当 トシテ貸付ヲ為スコト」)








作道路の築造又は改良,③ 殖林事業,④ 種苗,肥 料その他農工業用原料の
購入,⑤ 農工業用の器具,機械,舟 車,獣畜の購入,⑥ 農工業用建物の築造





が認められた(「農工銀行ハ資本金四分 ノー以上 ノ払込アリタル トキハ払込
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金額 ノ五倍ヲ限リ農工債券 ヲ発行スルコトヲ得但シ年賦償還貸付金総額 ヲ超
過スルコトヲ得ス」(第26条))39。
また,農銀は府県の金庫業務 を委託されることが多かったので,公 金預金






を委託 してきたが,「農工銀行設立以来府県 ト同行 ノ関係密接ナルヨリ之力






以上を踏まえて創業期の資金調達をみよう(別 表3)。定期預金 はご く僅
かであ り,1908年までは10,000円以下を推移 していた。新潟県の本金庫
業務は三井組,第 四銀行を経て,1902年4月より新潟農銀に委託 された41。
1913年時点での 「新潟県金庫事務取扱契約書」に よれば,新 潟農銀 は 「県
金庫保管現金 ノ十分ノ五以内ノ運用 ヲ許」され,「利子 トシテ年額弐萬円 ヲ
其年九月及翌年三月ノ両期二納付スルモノ」 とされた。運用分は定期預金 と
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































出所:新 潟県農工銀行 『営業報 告書』各期。
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への貸付である(第2図)。貸付金の使途は,開 墾 ・排水が最 も大 きな比率
を占めてお り,農業改良 ・植林が これに次ぎ,1902年か らは旧債償還(旧
債の借換)も 増加 している。




年末 開墾排水 灘 ノ劉 殖林1蟹 騨1幣1建 難 造 農業改良ll日債腿1小 計
1900年zi7,00s 一 27,635 一 一 一 25,995 一 270,638
1901年269,73335,50450,998 一 5,119 一 51,112 一 412,416
1902年 310,139 62,03531,189 一 7,308 一 44,44T 52,861507,979
1903年 327,085 31,407 34,843 za,ioi 7,255 9,174 106,619 72,000 616,484
1904年 533,990 z,000 20,22且 34,646 11,281 6,770 一 87,377 695,785
1905年 504,369 1,865 33,04521,787 6,709 12,772 72,901 90,979 744,427
1906年 532,847・.:.: 61,409 一 5,988 18,184 59,542 80,95380b,791
1907年 533,950 1,560 34,03524,367 7,078 16,872 66,448 72,900757,210
1908年 509,944 12,125 78,145 5.463 13,984 17,320 50,917 68,215 766,113
1909年 512,36620,215101,73546,369zo,aio 一 18,622 75,483795,200
1910年 592,4521,258 56,85770,872 172 一 158,7且3 88,094 968,418
工業(水 産業)
年末 原料購入1器畿 他 建物築造其他 工業改良 旧債償還 水産i小 言+
合計
1900年 18,802 一 一 一 一 一 is,soa289,440
1901年 84,673 一 一 24,51`L 一 一 109,185521,610
1902年 一 2,700 66,372 一 49,827 一 118,899626,88b
1903年 一 2,566 46,69548,222 2且,038 一 118,521738,279
1904年 一 一 95,645 一 36,648 一 132,293828,078
1905年 3,752 8,480 96,785 一 29,937 一 138,954883,381
1906年 一 3,600 ;,,,, 12,554 15,955 一 121,758927,b49
且907年 一 4,772 50,996 27,247 13,542 一 96,5b7863,76T
1908年 一 4,000 107,217 ;.. 8,280 一 128,436894,549
1909年 一 8,330107,802 一 7,7且0 一 123,842919,042





























行法」 も同時に改正 され,「耕地整理法二依 リ耕地整理 ヲ執行スル場合二於
テ耕地整理組合ヨリ借用 ヲ申出タル トキ又ハ共同施行者力連帯責任 ヲ以テ借
用 ヲ申出タル トキハ無抵当ニテ本条第一号、第二号ノ貸付(=年 賦貸付,定
期貸付一引用者)ヲ 為スコ ト」 となった(1909年4月13日法律第33号)46。
勧農両行の 「唇歯輔車」の関係 を論 じる際に最大の論点 となるのは農銀
の資金難 を解消するために1900年3月の 「農工銀行法」改正によ り実施さ
れることとなった代理貸付である(1900年3月10日法律第40号)47。代理
貸付 とは,農銀が 「日本勧業銀行二対シ債務者ノ為二債務 ノ保証 ヲ為スコト
ヲ得」る制度である(第24条)。農銀は勧銀の代理 として自らの責任 と費用




城農銀が勧銀 と契約 したのを皮切 りに,1903年には33行,1910年には46
農銀すべてが代理貸付を実施 し,資金難のなかで自行貸付を越える代理貸付
をおこなう農銀 も発生 した48。新潟農銀は,1906年7月13日に勧銀 との間
で代理貸付契約 を結んだ49。初年度の代理貸付額は40,500円で貸付金総額








1910年代に入 ると新潟農銀の貸付金は急激に拡大 した(前 掲第1図)。こ
れを可能に したのは農工債券の発行による資金調達難の解消である。全国
46農銀の貸付金残高は,1909年の4033万円か ら1912年の1億790万円へ
と2倍以上に増加 した。日露戦後の 「金利革命」 と呼ばれる金利の低落によ
り多 くの農銀で債券発行に踏み切 り,1909年の412万円だった発行残高は,
1912年には14.2倍の5884万円となった50。以下では,ま ず 「農工銀行法」
の改正 と新潟農銀 の業務体制の変容について確認 したあとで,農 工債券の発
行 と貸付金の内訳をみる。
(1)1910年・1911年の 「農工銀行法」の改正
この間の主要 な制度改正を確認 しよう。1910年4月の 「農工銀行法」改
正で,預 金業務 が拡張された(1910年4月4日法律第36号)。産業組合の余
裕金を預金 として受け入れるために定期預金以外の預金の取扱が可能になっ
た(第22条)。但書で 「定期預 リ金以外ノ預リ金ノ総額ハ払込資本金額 ヲ超
過スルコ トヲ得 ス」 という制限が設 けられ,余 裕金に関 して規定 した第23







するかたちで第1条か ら 「農業工業ノ改良発達ノ為資本 ヲ貸付スルヲ以テ目
的 トスル」 という文言が削除され,貸 付 目的制限が撤廃された。そして,第
6条に 「工場財団及工場二属スル敷地又ハ建物 ヲ除 クノ外市制施行地及勅令
ヲ以テ指定スル市街地二存在スル宅地又ハ建物 ヲ抵当 トスル貸付金額ハ払




(1911年9月市制施行)。また,産 業組合,漁 業組合,森 林組合及び同連合
会に対する無抵当貸付(年 賦 ・定期)が 新たに加わった(第7条)52。
(2)新潟県農工銀行の業務体制の変容
当該期 には株主構成 ・役員構成 に大 きな変化 がみ られ る。大株 主を













以上 を踏 まえて1910年以降の資金調達の動向をみよう。当該期 に特筆
17 一?1一
すべ きは農 工債券 の 発行 の開始 で ある。 新 潟農銀 は,「県下 二於 ケ ル農 工
業 ハ漸次改良発達 ノ機 運 二向 ヒ随 テ資金 需要者益 々増加 ノ現状 二鑑 ミ」て,
1910年9月10日,第1回 農 工債 券 発行 を発 表 した。10月10日 に募集 を締
め切 り,10月31日 に全 額払込済 とな り,ll月1日 に発行 した56。発行総額
は20万円で利率は5.5%,償還 年限は1914年1月よ り10年,応 募者内訳は,
公 共 団体65,600円,会社75,600円,個人58,800円であ った。 その後,毎
年発行 を行 った(別 表4)。
1916年2月の第13回 農工債券 までは資金需要 に応 え るた めの発行 で あっ
た。後 述す るように資金需要 が減 退 して期限前償還が増加 したの を受 けて,
1917年4月～1918年12月の 間 に6.0%の農 工債券 を5回,計146万5000
円を発行 し,第9回 ～第12回の7.5%の高利債券の償還 を行った(第3図)。
(第3図)農 工 債 券 発 行 ・償 還 高
出所:『銀行局年報』 各年版。






















1910年代に入 り新潟農銀は資金調達難か ら解放 され,貸 付金は1912年に
200万円,1915年に400万円を超 えた。 その後1916年,17年と横 ばいで




































口数 金額 償還高 口数 金額
1910年上 n.a. n.a. n.a. 1,348 1,015,867
下 154 192,561 13,2601,411 1,095,166
1911年上 247 327,430 154,6161,5631,267,979
下 ,・ 283,360120,664n.a. 1,578,225
1912年上 n.a. 253,000 127,3062,677 1,703,919
下 371 340,670 141,7642,942 1,902,825
1913年上 528 716,370 127,4533,399 2,491,741
下 527 446,250134,5763,7722,803,415
1914年上 637 534,200 155,4844,362 3,182,130
下 406 243,020143,0014,646 3,282,149
1915年上 .・. 518,433 189,7685,2673,610,815
下 411 322,752 194,4325,577 3,737,093
1916年上 599 486,440 283,6776,0243,939,856
下 240 219,475289,5026,104 :.・
1917年上 319 376,350379,5146,165 3,866,664
下 168 409,500486,9646,0713,789,200
1918年上 157 220,100361,5625,9543,647,738
下 80 172,750 419,7385,6223,400,749
1919年上 64 131,100 347,9525,345 3,183,897
下 115 463,440 309,4625,116 3,337,875
1920年上 192604,400 316,7975,081 3,625,477
下 189 575,400 241,3635,105 3,959,514
1921年上 n.a. n.a. n.a. 5,180 4,174,415
下 233729,200 292,9645,062 4,610,651











「農村二於ケル資金 ノ需要ハ前期以来引続 キ増加セルニ県下 ノ金融ハ米価
暴落、時局ノ影響 ヲ受ケ緊縮セル為メ本期半バ以後一層借入請求激増セ
ル」(1914年下期)67
「県下 ノ金融ハ前期以来引続キ米価暴落 ノ影響 ヲ受ケ依然緊縮 ノ状態二
在 リ随 ツテ農村二於ケル資金ノ需要バー層急 ヲ告ケ借入請求増加セル」
(1915年上期)68
「連年ノ米価 ノ低落ハ痛 ク農村ノ起業心 ヲ沮喪シ其ノ影響ハ本期二入リ著
シク本行 ノ資金需要ノ上二現ハ レ新規借入申込 ノ減退セル ト本期二入リ
期限前ノ償還増加セル」(1916年上期)69







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































貸付口数 員数 現貸付高 貸付口数 員数 現貸付高 貸付口数 員数 現貸付高
市街地宅地 92 194 534
36 37,109 58 72,229 207 756,417
市街地建物 50 54 250
田 71,758 135,825 110,694
畑 14,292 26,445 19,058
山林 1,743 2,816 2,214
原野 z,ssz 1691,512,8845,965 3763,393,9964,798 2493,447,119
宅地 1,449 2,491 1,937
雑種地 12 452 468
建物 is 27 83
工場敷地 63 一 一 一 1 4 16,671
3 39,447
工場建物 29 一 一 一 一 一 一





業報告書』によれば,「一般 ノ土地其他ノ不動産二対シ融通 ヲ与ヒ其 ノ価格
信用 ヲ高メン トスルハ勿論」であるが,「本行ハ最モ農村ノ事業及高利 ノ旧
債借替資金二重 ヲ置」 くという貸付姿勢が表明 されている76。また,後 の調
査によれば,新 潟農銀 は,「市街地貸付 ヲ手控工田畑 ヲ主 トシテ貸付ケテ」
おり,一方で,「県下ノ不動産金融ノ需要ハナカナカ多額二上」っていたので,
「郡部ノ普通銀行ハ大概不動産金融ヲ主眼 トシ石地宮川両銀行 ノ如キハ農工





戦後から勧銀 との合併 までの動 きを確認 しよう。
4第 一次大戦 後 か ら日本勧業銀行 との合併へ(1919-1922年)
1918年ll月に第 一次大戦が休戦 とな り,一 時休 戦反動が生 じたが,
1919年春か ら熱狂的 ブームが起こった。1920年に入って投機熱,企 業熱は














緊縮 ノ状勢ヲ示セ リ之力為メ数年引続 キタル期限前償還ハ之迄二比シ減少」
し,「借入申込増加シ当行資金ノ需要漸次現」われ,6期ぶ りに新規貸付金
が償還高を上回った80。そして,1920年上期には,L般 金融ハ前期以来引
続キ緊縮 ノ状態ニテ今期半ハ ヨリ諸株式暴落等財界ノ変動二依 リー層其度ヲ
高ムルニ至 リ為メニ借入申込ハ前期二比シ著シク増加」し81,その後1921





を発行 した(前 掲別表4)。また,債 券発行特約定期預金の吸収によ り預金
も大幅に増加 した(前 掲別表3)83。
当該期の年賦貸付金の借主別内訳をみよう。構成比でみれば依然 として
圧倒的に農業者の比率が高 く,1919年以降も増加 している。 また戦後 の
熱狂的ブームを受けて1918-19年にかけて商業者,そ の他への貸付が急増
















① 農銀の中で勧銀に合併することを希望するものは任意に勧銀 と協議 し
て合併することができる(第1条)





1921年1月の法案の内示の段階で,全 国農工銀行同盟会西部会(九 州 ・四
国の12行)は法案 に賛成であ り,中部会(大 阪農銀をはじめとする静岡以
西の18行)は京都農銀を除いて強硬 に反対 し,東部会(東 京農銀 をはじめ
とする16行)は態度不徹底で賛否を保留 していた87。
合併法施行後,7月1日 に山梨農銀 と佐賀県農銀を皮切 りに年内にll農銀
が勧銀 と合併契約を締結 した。 うち8行が法案段階で賛成の姿勢を示 してい
た西部会所属農銀で あった。新潟農銀はすでにみたように1910年以降は農






事太田政弘89が「農工銀行力自己ノ営利ノミヲ主眼 トシテ余 リ手広 ク貸付二
努メナ」かったことと既に前年に勧銀 と合併 した 「地方ノ金利ノ低下シタノ
ニ着眼シテ農工銀行二合併 ヲ懲懸」 したgo。これに対 して農銀の重役陣は反





されており,農工債券 も公共団体(県 ・市町村)の 引受の比率が高かった。
このように資金調達を県に大 きく依存 してお り,県知事の方針に従って合併
せ ざるを得なかった と考えられ る。
勧銀 との間の交渉の経過は資料的には明 らかでないが,お そら く1922
年の春頃 まで には まとまった もの と思われ る。1922年5月9から15日ま
で勧銀調査課長佐伯貴範,調 査役兼検査役宮沢源吉,書 記影山海一の三名
が合併準備のため新潟農銀の調査を実施 した。調査は,① 営業の概況 と将
来,② 合併条件に関する意見,③ 新潟県の概況,④ 沿革,⑤ 重役及び行員,
















































































































































































10拝 司静夫は,農 銀の個別研究が少ない理由のひとつは,「1921年の 「勧農合併
法」を契機 として,農 銀が以後1944年までの間にすべて勧銀に吸収されて消滅
したことによって,根 本資料を得ることが極めて困難であるという事情にもとつ
く」と指摘 している(拝 司静夫 「第二次大戦後の勧銀 ・農銀 ・拓銀に関する研究」
加藤俊彦編 『日本金融論の史的研究』東京大学出版会,1983年)。




14伊 牟田敏充 「日本金融構造の再編成と地方銀行」(朝倉孝吉編 『両大戦間にお
ける金融構造』御茶の水書房,1980年)後に同 『昭和金融恐慌の構造』経済産
業調査会,2003年に収録。















新潟県知事をつ とめ,休職後宮内省図書頭をつ とめた(上 田正昭他 『日本人名大
辞典』講談社,2001年)。
20新 潟県告示第226号(「新潟県公報」第446号,1898年8月19日)。その後,
平田次郎八,蕪 木八郎右衛門,山 岸俊蔵が辞任 し,笠原克太郎が死亡 したため,




そして,床 次竹次郎の転任に伴い松本順吉が後任 となった(新 潟県告示第ll5号
(「新潟県公報」第480号,1899年4月14日)。
21『明治財政史』第14巻,752-753頁。





内務部長をっとめた。その後,徳 島県知事,内 務省地方局長,樺 太庁長官,内務

























































































知事をつとめる。その後,警 視総監,貴 族院議員(勅 撰),関東長官,台 湾総督






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































出所:新 潟県農 工銀行 『営業報告書』各期。










1899年下 zso,000 一 一 一 一 一 so.070 49.070 1,000 一 50,070 192,600192.600 一 一
igoo年上 999,666 　 一 一 一 一 149.984148.964 ,.000 一 iae,ssa 338,564 旦80,895157,669 12,436
下 500,000 soo 350 350 一 一 343,440 289,44054,000 一 343,440 129,900 ss,ooa 64,900 34,700
190陣上 746.200 2.600 531 631 一 一 429,394 374.49459,900 一 429.394 296.012 200.812 94,200 43.700
下 749,790 6,000 5,459 s,asa 一 一 528.230 521,610 6,620 一 528,230 zzs,sss 180.3且2 45,253 43,300
ieoz年上 996,690 13.100 6,932 5.932 一 一 587,540 576,440u,ioo 一 587,540 414,157 346,912 67,245 48,655
下 999,750 zi,zso 2.961 z,asi 一 一 636.468 626.885 9,583 一 636.468 362.140 338,500 43,640 49,800
1903年上 i,000000 31,250 5,515 5,5皇5 一 一 690,911 669,62821,283 一 690.911 336,780 300,000 36.760 50.000
下 i,000,00041.250 4,162 4.162 一 一 757.211736,249且8,932 一 757,211 269,700 180,000 89,700 56,000
ieoa年上 1,000.00051.250 2.729 2.729 　 一 757,211 771,23620,211 一 791.i47 250,690220,000 ao,sso 46,812
下 LOOO.000 61,250 3,991 3.991 一 一 85艮,62了 628,07823,549 一 851.627 206,2001T5,000 31,200 A6,865
1905年上 1,000.0007L,250 3.327 3,327 一 一 aso130 833,7且826,412 一 860,130 194.500131.000 63,500 59,815
下 i,000,00081,250 5.753 5.753 　 　 914,ti10883,38131.229 一 914,610 iso,sooUO.ODO 40,900 59.055
1go6年上 1.000.00091.250 i,ss7 1,657 一 一 956,746 930,97025,776 一 956,746 121,800 zs,000 96,600 56,445
下 1,000,0GOLO且.250 2,130 2,130 一 　 951,d6092T,54923,911 40,500991,960 139.700 10,000 69.700 62.495
1907年上 1.000.000iii,zso 3,575 3,575
,
一 一 aeo,ass667,24623.239 39,629930,巨09 2玉9,700且85,000 34.700 54,245
下 ioOOOOO 121.250 4.471 9,471 　 一 872.865653,767且9,098 37.965910,830 259,700Sao,000 79,700 48,363
!908年上 1,000.000131,250 4,476 4,476 一 一 soo,eas879,26021,585 36,128936.973 234,000158,000 78,000 65.656
下 且,QOO,000141,250 9,549 9.549 一 一 908,592894,5491-0.043 37,524946,116 331,900150,000 XO9,ioo 69,996
1909年上 i,000,000夏51,250 29,672 29,672 一 一 925,680903.58722,093 43.420969,100 262.200136,000127,200 77,709
下 i,ow.000 162,000 37,762 37,761 一 一 ess,as2919,04216,a60 4墓,2覗 976,736 27且,120且05,000 106,120 80,200
1910年上 i,000,000172,000 sc,n7 56,777 一 一 1,041,6081,015,86725,940 141.261,183,068且90.600 80,000 uo,sao 80.199
下 i,000000182.000 86,251 66.527 ts,tza 200,0001,155.437i.ossiea60,270 20且,8391,357,275326.650166,000 161.660 63,940
1911 上 ,.000,000193,000134,168 95,317 36,651 zoo.aoot.383.2541,267,979pis,i7a 353.719i,736,872145,500 30,000 115,500 96,140
下 1,000,000204,500107,799 64.834 22.965 550.0001,694.7421,578,225115,516 471.6932,165,384167.300154,000 且3,300 96.Sao
19且2年上 i.000.000217,300345,195 129,353215,842 850,0001,924,7571.703,919219,X66 9了1,8122,395,199317,300亘50.㎜ 且67.300 95,490
下 1.000,000232,300453,155 84,611 368,544i,isoOOOz.tae,aee1.902.82535.911 szi,6272.760,363387.900275,000 112.900 92,585
1913年上 1,000.000247,300506,604 180,334326,2701.795.0002.834.0602.491.i41323.319 596,5923.413,652566.200383,500 夏82,700150,196
下 1,000。000265.000675,249258.89且 416.3581.790,0003,0fl2.5312,803,射5274,006 66b.7513,743,172sso.700451.500229,200 t44,306
1914年上 1.000.000285.000766,300251.854 534,4462.185,0003,571,56]3,182,130sse,uo 667,5524,237,892648,000aoa,000244,000 135.976
下 i,000,000305.000851.288298.456 552,8122,170,1003,694,9933.282,14911,942 813,3474.607,438650.00037LOOO 279,000 128,109
且915年上 i,oao,000438,000889,II5391,8A9 497.2662.955.6004,137,8443,610,615495,349 982,7985,088,962602,300376,000226,300 157,916
下 i,000,000471,000657,576493,406 164,1702,860.9504,137,4943,737,093400,4001.295.3905,932,883780,300 134,000646,300 157,819
1916年上 1.000,000504,000898,682630,952 267.7302.869.8004,265,11B3,939,856323,9且21.365.7355,629,503976,000 183.000793,000174.019
下 1,000,000537,0001,003,741627,011 376,7302.789,3504,131,3103,669.8286且,3811.380,8265,5t2,0351,052,000zzs.000327,000 288,240
1917年上 i,000,aoo570,000i,zaz,eat725,107507,7352,922,4504,監23,L933,866.684256.5281.435,5365.558.7281,463,5004113.500350.000 286,940
下 i.000.000603,000732.239450,664 281.3752.967,7504.(61.2013,789,200372,DOI1,333,2225.499,4231,452.000i,oiz.000440,000 282,444





下 1,000,000807,0001,872,t32i,ota,z7s793.B563.126,5504,705.3573,959,5147 5,3931,049.2215,754,1281.549.000　 1.saa,000905,667
1921 上 i,aao.000897,0002.332,012.260.228i,07i,zsa3.035,4504,927,8719,1i4,4157 3,4551,079,5896,007,4541,731,000一 1,731,000896.587
下 oao,000931,0002,638,7491,271.7651.360,9643,942.8005,333.941,610,651723,2901.124,960,458,901i,sea.000一 1.884,0001,195,062




発行年月 発行高 利率(年利%) 預金部 公共団体 会社 個人 日本勧業銀行
第1回 191011月 200,000 5.5 一 65,600 75,600 :11 一
第2回 1911年9月200,000 5.5 一 43,650 71,50084,850 一
第3回 1911年9月150,000 4.5150,000 一 一 一 一
第4回 1912年3月300,000 6.0 ～ .:11 59,000204,200 一
第5回 1912年12月300,000 6.0147,500107,750 2,000 42,750 一
第6回 1913年4月300,000 6.5 一 82,300 51,150166,550 一
第7回 1913年5月350,000 6.5 一 142,20098,650109,150 一
第8回 1914年1月300,000 7.0 一 61,850 15,450222,700 一
第9回 1914年2月100,000 7.5 一 69,300 io,000ao,zoo 一
第10回 1915年1月300,000 7.5 一 17,650 13,850115,500 一
第ll回 1915年8月300,000 7.5 一 73,350110,300116,350 一
第12回 1915年8月150,000 7.5 一 11,600ioo,00038,400 一
第13回 1916年2月 65,000 6.0 一 9,500 10,00045,500 一
第14回 1917年4月350,000 6.0 一 197,95049,200102,850 一
第15回 1917年12月350,000 6.0 一 264,50010,45093,050 一
第16回 1918年5月500,000 6.0 一 334,650 3,700161,650 一
第17回 1918年12月200,000 6.0 一 118,750 5,500 75,750 一
第18回 1919年11月150,000 6.4 一 95,700 2,000 52,300 一
第19回 1919年12月70,000 .一 一 一 一 一 70,000
第20回 1920年4月 30,000 6.7 一 一 一 一 30,000
第21回 1920年4月 50,000 6.9 一 一 一 一 50,000
第22回 1920年9月 30,000 7.5 一 一 一 一 30,000
第23回 1920年ll月350,000 7.5 一 228,100 5,000116,900 一
第24回 1921年11月500,000 7.5 一 305,90086,950107,150 一
第25回 1922年5月300,000 7.5 一 234,500 65,500 一
出所:新 潟県農工銀行 『営業報告書』 各期,日 本勧業銀行 『新潟県農工銀行調査報告』。
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